
1　事業の概要

①　成果目標

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

目標に対

する成果

の状況

ワーキンググループを設置して、コンセプトの設定と具体的なアクションの策定を目指した。コンセプトの設定の議論において、産・学両

者から様々な意見がだされたため、コンセプトの取りまとめに時間がかかり、具体的なアクションの策定・円卓会議への提案については、

平成26年度に持ち越されることになった。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 1,913 2,113

今後、事

業をどのよ

うにしてい

きたいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　■ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

県内大学と県との懇談会を設置し、高等教育の振興方策のたたき台を検討する予定。

このたたき台をもとに、円卓会議において、高等教育の振興方策の在り方を議論しつつ、人材の育成のための具体的なアクションプラン

の検討を行い、早期の結論を得ることとする。

1,652 1,652

概　算

人件費

0.20 0.20
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0 0 470 461

Aの

財源

0

0 1

アクションプランの

策定
合計（A) 0 0 470 461

0 未達成
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成果目標の達成状況

項目

成果 達成状況

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

当初予算

H25

補正予算

予

算

額

前年度繰越

470 461

26年度26年度26年度26年度25年度25年度25年度25年度

（決算）

261

【左記の説明、根拠法令等】

人材供給サイドの県内大学と受け入れサイドである産業界、さらに行政（県、市町村）が一体と

なって検討する場であり、県のリーダーシップが必要である。

H25

　個別課題や個別テーマでの産学官連携はこれまでも行われてきたが、大学教育そのものに関わる人材育成を目的とした取組みは今

回が初めて。

　産学官が人材育成のために協働して取組んで行くアクションプランを作成する。

H26

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25

・産学官協働人財育成円卓会議の開催（1回）

・実務者から成る検討会議の開催（4回）

470 461

470 261 461

長野県産学官協働人財育成

円卓会議

直接

合計

（当初）

県民との協働による実施： 可能

（当初）

総合５か

年計画

事業番号 04 08 01

県が関与

する理由

事務事業シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 産学官協働人財育成円卓会議事業産学官協働人財育成円卓会議事業産学官協働人財育成円卓会議事業産学官協働人財育成円卓会議事業
担

当

課

部局

県でなければ実施不可（その他）

～

8-5-1教育再生　　1-3-4 次世代産業創出 E-mail

県民文化部

課・室 私学・高等教育課

施策の総合的展開

7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

 2 信州に根ざし世界に通じる人材の育成 実施期間

プロジェクト  

目指す姿

　産業界、行政が大学の取組みに対して教育プログラムの策定や人材の提供を含め積極的にコミットするとともに、大学も産業界、行政

の声を反映させた教育内容の変革に取組むなど、長野県産学官協働人財育成円卓会議での検討を受け、産学官が協働して地域で必

要とする人材の育成に取組んでいる。

現状

shigaku-koto@pref.nagano.lg.jp


